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演習問題
■次の文章の（）に入る適切な語句を答えなさい。
➀介護の対象者について（　　　）・（　　　） 上の障害により日常生活を営むことに支障が
ある人、つまり高齢者だけでなく、障害者や（　　　　　）をも対象としている。
➁人の記憶のメカニズムは情報処理にたとえて説明されることから、記憶のプロセスを符号
化、（　　　　）、（　　　　）とよぶ。
➂一般的に、（　　　　）とは「身体的健康や心理的幸福感への脅威と自覚される出来事」をい
い、そのような出来事を（　　　　　　）とよぶ。
④生命活動を維持するために必要な酸素の取り込みと二酸化炭素の排出を（　　　）という。
呼吸器には上気道と下気道があり、下気道の気管は下方で分はして気管支となる。気管支
は右がゆるやかに曲がっており（　　　　）による肺炎は右肺に生じやすい。
⑤問脳の後方にある松菓体からは、昼と夜の日周リズムに関与する（　　　　　）が分泌され、
膵臓のランゲルハンス島からは血糖を下げる（　　　　　　　　）が分泌されている。
⑥1947（昭和 22）年から1949（昭和24）年までの出生率が極めて高い現象を（　　　　　）、この時期に生まれた世代を（　　　　　　　　）とよぶ。
⑦訪問介護において、身体介護と（　　　　　　　　　）は別々のものではなく、ともに生活に必要な、一体的なものととらえることができ、サービス内容の区分においても、身体介護のなかに組み込まれている。
⑧障害者基本計画（2002【平成14】年12月議決定）によると「障害の有無、年齢、性別、人種などにかかわらず、多様な人々が利用しやすいように都市や生活環境をデザインする考え方」を（　　　　　　　　　　　　）という。
⑨着脱介助時の方法として、麻痺がある場合は、
原則として（　　　　　）から脱いだのち（　　　　　）のあるほうを脱ぐように介助する。
➉歩行が不安定な人の歩行時などに使用する歩行器には、左右のフレームを交互に動かすこ
とができる（　　　　　　）、両手で持ち上げ歩く（　　　　　　）、車のついた（　　　　）などがある。
11 嚥下機能が加齢や疾病の後遺症などにより低下した状態を（　　　　　　　）といい、十分に咀嚼できない、食塊がつくれない、（　　　　　　　　）、（　　　　　）、などがある。
12 入浴の意義と効果は（　　　　　）、（　　　　）、（　　　　　）の3つの側面から考えるとよい。
13 安全快適な排泄介助には、トイレでの排泄介助、（　　　　　　　　）の使用、（　　　）・尿器の使用の介助、（　　　　　　）の介助がある。
14 安眠のための介護の工夫には、（　　　） や入浴、温かい飲み物、音楽、（　　　　　　）（　　　　　　）などがある。
15 終末期介護の一般的な条件として、利用者が治癒を目的とする医療ではなく、（　　　　）をもたらすケアを望んでいること、身体的症状のとくに（　　 　　　）の緩和のコントロールが行えること、専門職による（　　　　　）によってケアが行われることなどがある。

